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瀬戸内海を望むことのできるキャンパスは、季節の花に彩られて、学生に憩いを与えて<れます。

春の穏やかな日には、グラウンドの側で手作りのお弁当を楽しむ学生の姿を見受けることもあり

ます。年間何度かの雪景色はまた、いつもと違つた風情を感じさせて<れます。   _
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平
成

２７
年
評
議
員
会

開
催
さ
れ
る

平
成
２７
年
度
評
議
委
会
が
６
月
２７
日
周
南
市
内
の
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
徳
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
國
廣
会
長
よ

り
、
大
学
理
事
と
し
て
大
学
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
平
成
２６
年
度
事
業
計
画

・
予
算
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
井
上
幹

事
長
よ
り

「本
年
６
月
１
日
、
徳
山
教
育
財
団
理
事
長
と
し

て
新
た
に
池
田
和
夫
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
徳
山
大
学
は

６
年
後
に
創
立
５０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
時
期
を
迎
え

て
お
り
、
本
会
と
し
て
は
、
徳
山
大
学
の
発
展
に
寄
与
貢
献

す
る
と
い
う
目
的
に
沿

っ
て
、
新
理
事
長
、
並
び
に
岡
野
学

長
を
支
援
す
る
と
共
に
、
大
学
の
生
き
残
り
に
か
け
て
、
積

極
的
な
提
言
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
会
員

相
互
の
親
睦

・
交
流
の
た
め
に
、
支
部
支
援
に
つ
い
て
も
継

続
的
に
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
大
学
生

へ
の
支
援
や
、

地
域
の
中
で
よ
り
大

学
が
輝
い
て
い
く
た

め
の
支
援
活
動
も
行

っ
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
」
と
活
動
方

針
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。本

年
度
は
役
員
評

議
員
の
改
選
期
で
あ

り
、
役
員
で
は
将
来

の
運
営
を
見
越
し
て

の
新
役
員
就
任
が
あ

り
ま
し
た
。

〈
ム
Ｆ〓

副
会
長

幹
事
長

副
幹
事
長

企
画
広
報
部

部
長

大
学
支
援
部

部
長

國
廣
　
宝
思

古
谷
幸
男

廣
瀬
孝
夫

井
上
基
義

瀬
川
昌
文

（
１
期
）

（
７
期
）

（
６
期
）

（
２
期
）

（
１
期
）

藤
井
辰
郎

（２５
期
）

藤
井
　
泉

（２１
期
）

佃
　
直
人

（２５
期
）

梅
津
　
諒

（３６
期
）

野
村
哲
也

（２０
期
）

守
田
武
史

（
８
期
）

原
田
陽

一

（２０
期
）

坂
本
俊
彦

（１７
期
）

青
木
大
地

（３９
期
）

特
別
推
進
糠

部
長

廣
瀬
孝
夫

磯
村
秋
好

兼
重
宗
和

中
村
道
陽

元
山
　
晃

監
査

事
務
局
長

次
長評

議
員
会

の
あ
と
引
き
続

き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

顧
間

の
佐
原
昌
弘
先
生
を
は

じ
め
大
学
か
ら
の
教
職
員
を

グ

ス
ト
に
お
迎
え
し
て
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
が
送
ら
れ
ま

し
た
こ

守
田
文
男

（
７
期
）

磯
村
泰
将

（
４
期
）

（
６
期
）

（
４
期
）

（
１
期
）

（１１
期
）

（１２
期
）

今
か
ら
３０
年
ほ
ど
前
、
佐
藤
英
雄
先
生
の
指
導
の
も
と
、

山
口
県
内
で
体
力
づ
く
り
や
文
化
遺
産
の
観
点
に
適
う
場
所

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
街

道

「萩
往
還
」
を
歩
く
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
行
事
は
、
反
響
を
呼
び
参
加
者
も
増
え
、
ま
た

徳
山
大
学
が
こ
の
行
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
萩
往
還
自
体

の
知
名
度
も
上
が
る
こ
と
に
な
り
、
埋
も
れ
て
い
た
文
化
財

を
地
域
に
顕
在
化
す
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
諸
般
の
事
情
に
よ
り
最
近
数
年
間
こ
の
行
事

が
体
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
を
知
る
人
た
ち
か
ら
復
活

の
声
が
年
々
多
く
寄
せ
ら
れ
、
平
成
２７
年
９
月
７
日
８
日
の

両
日
、
大
学
と
校
友
会
の
共
同
開
催
に
よ
り
復
活
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
学
生
の
参
加
は
２５
名
、
校
友
会
か
ら
も
大
学
支
援

部
野
村
さ
ん
が
参
加
し
、
山
口
市
か
ら
萩
市
内
ま
で
の
萩
往

還
を
教
職
員

・
学
生
が
１
日
を
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。
今
回

初
め
て
体
験
し
た
学
生
は

「き

つ
か
っ
た
が
、
名
所
旧
跡
を

訪
ね
な
が
ら
、
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
人
と
も
話
す
こ
と

が
で
き
充
実
し
て
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
は
オ
リ
ゼ
ミ
で
利
用
し

て
い
た
秋
吉
台
の
ホ
テ
ル
に

宿
泊
し
、
荻
焼
作
成
体
験
な

ど
新
た
な
試
み
も
交
え
実
施

さ
れ
、
学
生
か
ら
は

「来
年

も
参
加
し
た
い
で
す
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ｃ
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新
役
員

（
平
成
２７
年
度
～

２８
年
度
）

萩
往
還
強
歩
大
会
復
活
に
校
友
会
協
力



【徳山大学のいまの教育取組】

～「地 (知)の拠点 (COC)大学に認定される～
徳山大学は、平成 27年度文部科学省の行 う大学教育再生戦略推進事業である、地 (知 )
の拠点大学による地方創生推進事業に採択され、新たに 「地 (知)の拠点 (COC)大 学と
して認定されました。これは、地域における複数の大学が、地方公共団体・企業

。NPOや
民間団体と協働 しつつ、当該地域における雇用創出や地元就職率の向上推進をとおして地域

活性化へ寄与していく事業であり、地域で活躍する人材の育成や大学を核 とした地域産業の

活性化等をとおして地方への人口集積を推進する事業です。本学はCOC大 学の認定を受け、
山口県東部地区の地域コミュニティの中核的存在 として大学の機能 (COC機能)強化を図
り自治体と連携 して全学的に地域を志向した教育・研究・地域貢献を進めていきます。今後、

山口県東部地域の人口減少や域外流出を抑えていくために、新たな (ソ フ ト)産業や商業の
育成をとおして、就業の場 として多様性のある、若年層に求心力のあるまちづくりのために

多様な役割を果たしていくこととなります。

県庁にて村岡知事らと記者会見する岡野学長 木村周南支庁と記者会見する岡野学長

秦憑立ざ爵》鍵等兆饒鍍《 まず 量覇 饂鶏感今内華饒羮～

ホームカミングデーは卒業生 。在学生・卒業生や在学生の保護者の方 。そして徳山大学にかかわりのある方

と教職員との絆をふかめるため、皆様をキャンパスにお招きするものです。

内容は、現在徳大教壇に立つ先生や、かつての恩師による講演、学食や喫茶の名物メニュー再現、在学生
。

卒業生による音楽演奏など、懐かしい学生食堂をメイン会場に開催予定しています。詳細は後日ホームヘージ

に掲載されますので、この機会に卒業生の方は、徳山大学にお集まりください。昼間は大学で、夜は徳山の町

で、 1日交を温めてみられてはいかがでしょうか。

【参加対象】卒業生・在学生・教職員及び地域の皆様 平成28年 1口 月 2日 日 (土)ポプラ祭同日開催予定

冨轟幕イメー鱗です
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前回に引き続き、恩師のインタビューをお届けします。倉」立から46年を経過した徳山大学は、
草創期の先生方も少な<なりました。あと2～ 3年で倉」立時からの先生はすべて定年退職されま

す。革創期を知るおふたりの先生に当時の思い出と今の思いをお伺いしました。

羹量轟轟窯馨曹華フィー島鵞轟%か蹴≪懸さ響 t
徳山大学在学中に国際□―タリー財団奨学生として米国、アリゾす大学へ留学。
アリゾナ大学大学院修士課程 (英語教育学)を経て、1987年 |こ徳山女子短期大学
講師となりました。17年間短大で教えた後、2004年に福祉情報学部の教員となり、
現在に至っています。

.墓わような尿肇iで掌攀綺攀量豊に等けては基轟薫彗亀秦 .
私自信が、恩師水野先生に大変厳しい中|こも優しく指導を受けたことが強く印象に

残っています。―歩でも恩師に近づけるような教員を目指したいと悪つてやつてきま

した。

■‐m暮 颯ヽ勿鱚颯量蒻響驀i鍾嗽懸饉ぇでく菫さ等ヽ=
徳山大学での非常講師時代にスピーチコンテストに出場する学生を指導しました。あの頃の教れば教えるほど

食いついてきましたが、最近は英語嫌いな学生が増えているので残念に思います。

■|は祓珀炸晰院議
髯呟颯亀
・
軍≪麗屏り。

アメリカ留学時代に学′3や厳しさと努力の大切さを知り、それを本学学生 |こも常に学んで欲しいと思つています。

学生は限りない可能性を持ってしヽると思うので、在学中に目標を立て、どんどん新しいことに挑戦し、最大限の

努力をして目標を達成して成長してしヽつて欲しいと思います。これから日本人はこれまで以上に英語力が必要に

なつて<るので、厳しい中|こも英語を好きになってもらえるような指導を心掛けたいと思います。

―ありがとうござしヽました一

吉岡剛 先生

■lm量靱靱鯰呟憫隆颯量ゴず一要です轟薔骨斬畿沐盆量遍木曇兆羹馨藝餐響了ょぅか,
私が就任し、当時は男子を指導して、)舌動も本格的になり、成績も上がつていきました。

その後女子強化にも務め現在は主に女子の指導を行っています。就任当時、すぐに学生部の主事となり、学生指

導を行い学生相談室を立ち上げるために東京にも何度も研修 |こ向かいました。その成果もあつて手厚い学生相談

体制が整えられ、その分、夜中に学生を引き取り|こ行くなど、やんちゃな学生も多かつたですが、人間味のある

学生の多い時代だつたと思い出されます。

麓童轟争奪で轟覇警轟醸貴.:撃な箸」薫言葉:. 幸甕雲壼鐘彗
・

=曇
暴象碁碁≧

=三
華ミてくだt聾 .=

大学の教員としても総仕上げの時期となりますが、2020年のオリンピックに向けて全柔連の特別委員
長を務めており、東京オリンピックを成功させることが、本学や柔道をしてきたことへ対する恩返しに

なるかなと考えています。
一ありがとうござしヽました一

鱚颯塚 2016年 3月 20日

●とくだい思師インタビユ■ ●

中光義亮先生

■1雉量瘍儡漑凩ゾ蜆響イ…饂量蝙薇か鸞≪菫χも,ヽヵ
昭和 54年 4月副手として本学に就任しました。その後、体育教員としてまた、
柔道の指導者として、本学ひとすじにこの道を務めてきました。

■1鶉漁隧耗驚な %でな曇書趙ё躁亀仄、 R釉 鶯雉W晰鼈屏亀≧魏鍵辣饉讐
雉燿財踵咆藉赳曹暑饂釉楔鵞鰺懸踪鯰が量斗〒―:く薇轟鞣嚢鞣麗か ?
いろいろなことがありましたが、本学関係では初出勤の日に校風寮 (当時の柔道

部寮)から、町の様子を知るため|こ歩いて大学へ通勤していたところ、パトカーが
急に横に止まつて「吉岡先生でいらつしゃいますか」と声をかけられました。
そして、「よかったらどうぞ、大学までお送りします」と言われ、初日はパトカー

で出勤となりました。今では、考えられないことですが、警察の方があまりにも勧め

られるので乗せていただきました。



◆
と
く
一だ
い
イ
一ン
フ
ォ
メ
ト
シ
ョ
ン
◆

平
成

二
十
七
年
度
入
学
式
挙
行
さ
れ
る

平
成
２７
年
４
月
２
日
、
平
成

２７
年
度
徳
山
大
学
入
学
式
が
記

念
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
入
学
生
は
２
９
４
名
で
昨

年
度
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
学
長
の
式
辞
の
後
、
新
入
生

代
表
宣
誓
で
は
経
済
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
学
科
、
喜
連
川
朱
音

（き
れ
か
わ
あ
か
ね
）
さ
ん
が

「本
学
の

「知

・
徳

・
体
」

一
体

の
教
育
理
念
を
礎
と
し
、
勉
学
や
諸
活
動
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
周
南
市
木
村
健

郎
市
長
、
周
南
市
議
会
米
沢
痴
達
議
長
、
徳
山
商
工
会
議
所

小
野
英
輔
会
頭
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
式
の
締
め
く
く
り

と
し
て
吹
奏
楽
団
の
生
演
奏
に
よ
る
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、
粛

々
と
し
た
感
動
の
中
、
終
了
し
ま
し
た
ｃ
入
学
式
の
あ
と
は
保

護
者
の
方

へ
の
大
学
生
活
に
対
す
る
説
明
会
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
学
生
食
堂
周
辺
で
は
校
友
会
の
協
賛
に
よ
る
、
新
人
生
歓

迎
の
さ
く
ら
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
で
は
お

茶
席
や
、
学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
徳
山
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
珈
琲

の
無
料
試
飲
会
、
さ
ら
に
は
餅
ま
き
な
ど
行
わ
れ
、
歓
迎
ム
ー

ド
も
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
今
年
は
入
学
式
の
目
が
、
学
内

の
桜
も
開
花
の
ビ
ー
ク
を
迎
え
、
満
開
の
桜
に
包
ま
れ
た
学
同

台
の
キ
ヤ
ン
パ
ス
は
、
こ
の
日
新
入
生
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
う

ム
ー
ド

一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
ｃ

学
校
法
人
徳
山
教
育
財
団
で
は

平
成

２７
年
５
月
２８
日
開
催
さ
れ
た

第
２
０
９
回
理
事
会
に
お
い
て
、

新
理
事
長
に
池
田
和
夫
理
事
を
選

任
し
ま
し
た
。

（任
期
　
平
成

２７
年
６
月
１
日
～
平
成

田
年
５
月
２８
日
）

平
成
２７
年
度
の
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
４
月
５
日
よ
り
７
日

ま
で
の
２
泊
３
日
で
国
立
山
口
徳
地
青
少
年
自
然
の
家
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
以
前
は
こ
の
時
期
に
合
宿
形
式
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ヨ
ン
セ
ミ
ー
が
秋
吉
台
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

授
業
と
し
て
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｑ
教
育
は
、
行
動
学
科
や
心
理
学
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た

診
断
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
通
じ
て

「自
立
し
た
　
人
の
人
間
と

し
て
社
会
を
生
き
て
い
く
力
、
す
な
わ
ち
、
人
間
力
」
を
育
て

る
こ
と
を
日
的
と
す
る
本
学
独
自
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と

つ
で
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、　
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
、
課
題
解
決
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
た
こ

と
を
学
び
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
４
月
の
こ
の

時
期
に
、
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
基
礎
で
あ
る
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
ー
を
１
年
生
が
履
修
し
、
同
時
に
そ
の
応
用
編
と
し
て
の
Ｅ

Ｑ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
Ⅱ
を
２
年
生
以
上
が
ス
タ
ツ
フ

・
り
―
ダ
ー

と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
ｃ
Ｅ
Ｑ
Ｉ
・
Π
を
通
じ
て
、
学
生
が
人
間

関
係
を
広
げ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
プ

ロ

グ
ラ
ム
の
特
色
の
ひ
と

つ
と
言
え
ま
す
。

平
成
２７
年
６
月
５
日

（金
）
徳
山
大

学
３
０
１
教
室
に
て
徳
山
大
学
シ
ニ
ア

会

（退
職
教
職
員
会
）
主
催
に
よ
る
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
佐

原
昌
弘
先
生
の
ご
紹
介
で
駐
日
本
国
ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
大
使
の
高
橋
博
史
氏
を

お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「日
本
に
と

つ
て
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
」
と
題
し
て
歴
史
的
背
景
を
含
め
現
在
ま
で
の
日
本
と
ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

集
ま

っ
た
約
１
０
０
名
の
聴
衆
は
、
実
体
験
に
基
づ
く
貴
重

な
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
ｃ平

成
２７
年
６
月
３０
日
徳
山
大

学
１
１
２
１
教
室
に
て
行
わ
れ

た
福
祉
入
門

（担
当

。
井
上
浩

教
授
）
の
授
業
に
お
い
て
、
学

内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
課
題
点

に
つ
い
て
の
調
査
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
ｃ

発
表
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
学
内
の
各
教
室
の
課
題
点
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
学

長
や
教
職
員
も
発
表
を
聞
き
、
今
後
の
学
内
の
改
善
に
も
貴

重
な
意
見
が
出
さ
れ
た
発
表
会
と
な
り
、
早
速
提
案
さ
れ
た

中
か
ら
施
設
の
学
内
表
示
な
ど
に
つ
い
て
の
改
善
が
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

本学記念館にて挙行

代表宣誓を行う喜連川さん

徳
山
教
育
財
団
新
理
事
長
　
池
田
理
事
長
就
任

Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ー
・
＝
実
施
さ
れ
る
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リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

テ
コ
ン
ド
１
５
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
級

濱
田
真
由
選
手

テ
コ
ン
ド
ー

。
女
子
５７
キ
ロ
級
の
濱

真
由
さ
ん

（経
済
学
部
２
年
）
は
、

キ
シ
ヨ
で
開
催
さ
れ
た

「テ
コ
ン
ド

・
世
界
グ
ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」

に
出
場
し
、
初
戦
で
敗
退
と
な

つ
た
も

の
の
、
こ
の
大
会
終
了
後
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
６
位
以
上

が
確
定
し
た
た
め
、
五
輪
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
テ
コ

ン
ド
ー
競
技
は
、
「グ
ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル
終
了
時
点
で
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
キ
ン
グ
で
６
位
以
内
に
入
る
」
こ
と
が
、

五
輪
の
出
場
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

濱
田
さ
ん
は
５
月
の
世
界
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
で
日

本
人
と
し
て
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
こ
の
大
会

前
ま
で
に
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
３
位
ま
で
上
昇
。
今
回
の
敗

退
で
１
つ
順
位
は
落
と
し
ま
し
た
が
、
６
位
以
内
を
確
定
さ

せ
て
２
大
会
連
続
の
五
輸
出
場
を
掴
み
ま
し
た
。
本
学
在
学

生
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
出
場
は
初
の
快
挙
で
あ
り
、
大
舞
台
で

の
メ
ダ
ル
獲
得

へ
向
け
て
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
○
ブ
ラ
ジ
ル

・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
程

平
成
２８
年
８
月
１７
日

（水
）
～
２０
日

（土
）

○
濱
田
真
由

・
プ

ロ
フ
イ
ー
ル

平
成
４
年
１
月
３‐
日
生
ま
れ

（２１
歳
）
・
佐
賀
県
出
身
　
徳

山
大
学
経
済
学
部
２
年

☆
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

優
勝

（
２
ｏ
ｌ
ｌ
～
２
０
１
５
）

世
界
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

優
勝

（
２
ｏ
ｌ
５
）
※
日
本
人
初
優
勝

本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
第
２４
回
全
日
本
大
学
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
お
い
て
ベ
ス
ト
４
と
い
う
好
結
果
を

残
し
ま
し
た
。
２
回
戦
は
順
天
堂
大
学
を
相
手
に
２
対
１
で

勝
利
、
続
く
準
々
決
勝
は
武
庫
川
女
子
大
学
と
対
戦
し
２
対

１
で
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
健
闘
し
ま
し
た

が
、
強
豪
神
奈
川
大
学
に
敗
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
優

勝
早
稲
田
大
学
、
２
位
神
奈
川
大
学
、
３
位
日
本
体
育
大
学
、

４
位
徳
山
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
本

学
運
動
部
団
体
競
技
の
全
国
大
会
に
お

け
る
成
績
は
、
こ
れ
ま
で
剣
道
部
が
全

日
本
大
学
選
手
権
３
位
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
次
ぐ
高
成
績
を
残
し
ま
し

た
。
監
督
と
の
信
頼
関
係
も
強
く
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
も
非
常
に
良
い
女
子
サ
ツ

カ
ー
部
な
の
で
、
今
後
の
活
躍
を
ま
す
ま
す
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
学
で
長
く
教
鞭
を
と
ら
れ
た
榊
康
守
先

生
が
今
年
３
月
を
も
つ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

榊
先
生
は
昭
和
５
１
年
に
本
学
に
就
任
以
来

４０
年
に
わ
た
り
、
体
育
教
員
と
し
て
、
そ
し

て
剣
道
部
の
監
督
と
し
て
指
導
に
あ
た
つ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
今
後
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２７
年
１０
月
３１
日
、
１１
月
１
日
の
２
日
間
ポ
プ
ラ
祭
が
晴

天
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「ポ
プ
ラ
祭
」
天
高
く

伸
び
て
い
く
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
ポ
プ
ラ
祭
と
命
名

さ
れ
た
の
で
す
が
、
現
在
の
キ
ヤ
ン
ハ
ス
に
は
創
立
時
に
植

え
ら
れ
た
ポ
ブ
ラ
の
姿
は
台
風
な
ど
に
よ
り
残
念
な
が
ら
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
年
も
、
大
学
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
く
気
慨
を
も

つ
た
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
、
多
彩
な
企
画
や
催
し
で
多
く
の
学
生
や
地
域
の
方
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
次
年
度
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
母
校

へ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。 ポ

プ
ラ
祭

開
催

さ
れ
る

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
全
日
本
で
ベ
ス
ト
４
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会言志毎回楽しく読ませていただいています。早いもので就職した職場も辞めて第2の人生を楽しんでいます。
この間、子供も大学も学ばせて頂き、私も含めて、12年間お世話|こなり、この間 2年いや 3年間役員をさせてい
ただきました。この会言志を見るたびに昔の反のことを目い出します。これからも音の事も比較した今昔物語的開始

であると楽しいかもしれませんね。今後もますます山□県の大学として発展する徳山大学であるようお祈りいたし

ます。

111 1
毎回、校反会言志を送付して頂き本当にありがとうございます。校反会誌が送付されてくる度に入学当初から卒業

までの事を悪い出します。なかでも 2年の時 |こポプラ祭で熊野秀樹執行委員長からオリエンテーリングを企画して
もらえないかと依頼され熊毛郡大和[B[(現光市)で開催したこと。また、翌年には、頓宮究執行委員長から何かイ
ベントをしてもらえないかと依頼され、教室を借り喫茶店とSLの写真展示開催したのが鮮明 |こ目い出されます。
また、当時、今田竹干代学長の講義で「ドイツのヒットラーの演説を直に聴いた」と講義されたのが記憶に残っ

ています。私は、卒業後、地元に帰り公務員として就職し、今年 36年目、あと 1年半で定年となりますが、「誇
りと使命感」を持って最後まで頑張りたいと認っています。

鰺鰻饉眩

・.._・ __■_―: ‐11:t● :■11 ・ ‐・ ‐1

メL ‐
率業後の住藤驚菫|=誠 てヽ

饉

』■|'藻 可目鵬
校友会では卒業生の皆様の

住所変更等についてホームペ

ージから手続きができます。

徳山大学のホームページから
「卒業生の皆様へ」のタブを

押し、 「徳山大学校友会」の
バナーを押していただくと上

記のバナーがありますので、
ここをクリックしてください。
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いつもお便りの温かいお言葉には強く励まされます。

これからも校友会の活動をお見守り下さい。

一編集 スタ ッフー

企画広報部長 藤井辰郎 (25期) 中村道陽 (11期 )
藤田美恵 (事務局)

印刷・デザイン 東洋印刷  協力 徳山大学

彪 鰺 献 顆 卜 澱 一 勢

攣

》
鶴
又 爾 鰊 釉 繭 燿 ～

①瀬祭 純米大吟醸
磨き2害」3分・・・ 1名様

②山縣本店 (徳山)
焼酎 2本セット (米・芋)・・・2名様

③グルメロード安田 (下松)
ハム 0ウインナーセット・・ 02名様

希望商品、氏名、年齢、住所、電話番号、

会誌へのご意見。ご感想をお書き添えの上、

E證型函易圏■
〒745-8566
山口県周南市学園台 徳山大学校友会
□因コZ國巨
k()|,yt,ス alて:ltok、しlyaroa― t,.ac.1ゅ

ご送付ください。

※ご意見 。ご感想は、誌 卜・HP上で掲載され
ることがありますので、予めごF承 ください ,

また、個人情報については、事務連絡のみに

使用させていただきます。

聰
親 :

‐覆

,016年3■121●
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校反会言志をいつも懐かしく読ませていただいています。今回、革倉」期を知る先生んの記事に懐かしい先生の名前

を見ました。兼重先生は当時、教咄課程を履修していた私にとってよき兄貴だつた先生です。

丼上先生との授業を懐かし<思い出します。兼重先生とは、私が 3年、4年と2年間、教職課程を履修していた有
志で、夏休みの合宿をしていたことを思い出します。(今はどうなのかな?)3年の時は、長門の薬師寺というお寺
で 4年の時は萩の民宿だつたと記憶しています。兼重先生に是非間いてみてください。(覚えていらっしゃるとおも
いますが・・・ )

佐藤先生は、直接授業を受け持つたことはありませんでしたが、バスケット部|こ反達がおり (当時日下寮・・・

今はもういないのかな?)佐藤先生の厳しい指導を受けていたそうです。私も高校時代バスケットをやつていまし
たが、膝を痛め、断念していたため、大学ではバスケットはしていません。そうそう、私は 4年の時は楠寮にいま

した。今はありませんが・・・学食のおばちゃんの写真懐かしかったです。見覚えのある顔が数人いらつしゃいま

すよ。私たち 8期生にもいまだに年賀状のやり取りをしている、反達も数人います。一度、集まろうといいつつ、
なかなか実現はしていないのですが、これを契機にみんなに連絡をとつてみようと思っています。実現しまし

たらご連絡いたします。また、現在勤務している会社には先輩を含め大学出身者が 5人います。どんどん発展
していく母校を誇らしく目いますし、益反発展することを祈念しています。

編1鮮詰『よりみなさま、 お心のこもうたメッセ■ジをいただき、 ありがとうございました。


